むかし もの 

「わたくし なぞ は 昔 者です から、 新暦に なっても 煤 

掃き は 十三 日、 それが 江戸 以来の 習わしで してね」 

「江戸時代の 煤 掃き は 十三 日と 決ま つ て いたんです 

ゝ I 

力」 

「まあ、 そうでし たね。 たまに は 例外 もぁリ ましたが、 

うち 

大抵の 家で は 十三 日に 煤 掃き をす る 事に な つ てい まし 

た。 それと 云う のが、 江戸 城の 煤 掃き は 十二月 十三 日、 

それに 習って 江戸の 者 は 其の 日に 煤 掃き をす る。 した 

がって、 十二 日、 十三 日に は、 煤 掃き 用の 笹竹を 売り 

に 来る。 赤 穂 義士の 芝居 や 講談で おなじみの 大高源 吾 

こうじん 

の笹 売りが 即ち それです。 そのほかに 荒神 さまの 絵馬 



ず 繁昌 かどう か 知りません が、 日本 橋の 伊勢 町に 河 

辺昌 伯と いう 医者が ありまして、 先祖 以来 ここに 六 代 

とか 七 代と か 住んで いると いう 高名の 家でした が、 そ 

の 何代目で すか、 元禄 時代の 河 辺と いう 人 は 外科が 大 

そう 上手であった そうで、 かの 赤 穂の 一党が 討ち入り 

の 時に 吉良 上野の 屋敷から 早 駕籠で 迎えが 来まして、 

手負いの 療治 をし ました。 勿論、 主人の 上野 は 首 を 取 

られ たのです から、 療治 も 手当ても なかった でしよう 

が、 吉 良の 息子 や 家来た ちの 疵を 縫った のでしょう。 

そのと きに どういう わけ か、 吉良 上野が 着用の 小袖と 

いうの を 貰って 帰って、 代々 持ち 伝えて いました。 ^ 



父が 十一月な かばに 江戸へ 出て 来て、 かたきの 与右衛 

門が 年貢 納めに 江戸へ 来る と 云う こと を 教えた ので、 

おたか は 主人から 暇 を 取り、 与 右衛門が 天 王 橋 を 通る 

と - ^ ろ を 待ち受け て、 叔父の 手引き で 本意 を 遂げ まし 

た。 

しかし 相手の 与 右衛門が 確かに 幸 七 を 毒殺した とい 

う 証拠が 薄い ので、 このかたき 討ちの 後始末 はな かな 

か 面倒に なりました。 それにしても、 女が 往来で 兄の 

かたき を 討った と 云う ので、 その 当座 は大 評判、 瓦版 

の 読売に もな つたので す。 こんにちの 号外と 同じ こと 

で、 瓦版 はずい ぶん 売れました。 



今 も そ の 瓦版の 読売が 面白そう に 呼びな が ら、 助惣 

の 店の 前 を 通りかか ると、 ひとりの 若い 男が 龃 けて 来 

て、 引った くるよう に 一枚の 瓦版 を 買って、 往来の ま 

ん 中に 突っ立った ままで、 了 $不 乱に 読んで いる。 そ 

こいき はんてん 

れは年 ごろ 十八 九の 小粋な 男で、 襟の かかった 半纏 を 

着て いました が、 こんな ことが 好きな のか、 よっぽど 

面白い のか、 我れ を 忘れた ように 一 心に 読んで いるの 

です。 わたくし も 商売柄、 こんな 事に も 眼が つきます 

から、 これに は 何 か 仔細が ありそう だと 思い ましたが、 

別に どうす ると 云う わけに も 行きません。 買い物の 助 

惣焼を 小 風呂敷に つつんで 店 を 出る と、 そこへ 通り か 



かって、 や あ、 親分と 声をかける 者が ありました。 

まぐ さや 

見る と、 それ はこの 近所に 住んで いる 馬 秣屋の 亭主 

か、， ま. P わら や 

です。 この 時代に は 普通に 飼葉屋 とか 藁屋 とか 云って 

いました が、 その 飼 葉屋の 亭主の 直 七、 年 は 四十 ぐら 

いの 面白い 男でした。 御 承知の 通り、 飼葉屋 というの 

は 方々 の 武家屋敷へ 出入りして、 馬秣を 納める のが 商 

売です。 わたくし は 前から この 男を識 つてい るので、 

二つ 三つ 世間話 なぞ をして 別れました。 それから 四 谷 

の 方へ 行こうと 思って、 麴町四 丁目の 辺まで 行き かか 

ると、 あとから 直 七が 追って 来ました。 直 七に は 連れ 

が ある、 それ は 熱心に 瓦版 を 読んで いた 若い 男でした。 



に 用人 も 呆れた。 

しかし この 時代と して は、 これ も 強請の 材料になる _ 

主人が 家来に 殺された 上に、 その 家に 相続人が 無い と 

すれば、 福 田の 屋数は 当然 滅亡で ある。 この 一件 を秘 

して 置いて、 どこから か 急 養子 を 迎えて、 その上で 主 

人の 左 京 は 死去した ように 披露 すれば、 なんとか 無事 

に 済まされない 事 もない。 そこへ 付け込んで、 伝 蔵 は 

本家から 口 留め金 を まき 上げようと 企らん だので あつ 

た。 

自分が 人殺し をして 置いて、 その 口 留め金 を ゆする 

など は、 あまりに 法外で ある。 11 さも 15 しと 思いな が 



掛ける の は 無理であろう。 姉の かたきと 云えば 云われ 

るが、 伝 蔵の ような 罪人 は 公儀の 手に 召し捕らせて、 

天下の 大法に 服させる のが 当然であって、 私の かたき 

討ち をすべき では 無い と、 半 七 は 云い 聞かせた。 

さと 

「親分 のお 諭し は 一 J 尤もで) J ざ いますが、 あの 伝 蔵 を 

自分の 手で 仕留めなければ、 わたくしの 気が済み ませ 

ん。 母の 胸 も 晴れません。 首尾よく 本望 を 遂げました 

上 は、 自分 は どんなお 仕置に なっても 厭いません」 と、 

ご-つじよ ラ 

鶴吉は 飽くまで も 強情 を 張った。 

いちず 

一途に 思いつめた 若い者に 対して、 半 七 はいろ いろ 

き 

に 理解 を 加えた が、 彼 はどうしても 肯 かないの である。 



来たの は、 なに か 堀り出し物の あてが あるんで すぜ」 

「まあ、 そうだろう。 あいつ も 商売 にゃあ 抜け目が ね 

えから な」 

女中に 訊く と、 才兵衛 はすぐ に 又 どこかへ 出て 行つ 

たとの 事で あつたが、 善 八 はすこし 風邪 を 引いて いる 

と 云い、 海辺の 風 は 殊に 寒い というので、 半 七ら は ど 

こへ も 出ずに 一 泊した。 

あくる 日 は 風 も ffl いで、 十二月に はめず らしい 程の 

うらら かな 日和と なった。 ここから 一里 あまりの 堀江 

まで は、 陸で も 舟で も 行かれる ので あるが、 半 七ら は 

陸 を 行く ことにして、 あさ 飯の 箸 を 置く とすぐ に 宿 を 



出た。 出る ときに 又もや 才兵衛 に 逢った。 彼 も 堀江へ 

行く と 云う ので、 三人 は 一 緒に ぶらぶら あるき 出した _ 

才兵衛 は 例の 通りに、 如才なく 話しながら 歩いて い 

たが、 なんだか 半 七ら の 道連れになる の を 厭うよう な 

様子が 見えた。 結局、 彼 は 途中に 寄り道が あると 云つ 

て、 狭い 横道へ 切れて しまった。 それに 頓着せ ずに、 

二人 は 真っ直ぐに 進んで ゆく と、 一方の 海 は 遠い 干潟 

になって いて、 汐干 狩に はお あつらえ 向きで あるら し 

く 眺められた。 そこに は 白い 鳥の 群れが たくさんに 降 

りていた。 土地の人に 訊く と、 それ は 白い 雁で あると 

教えて くれた。 



はくかん 

「なるほど 白 雁と 云う が、 白い 雁 はめず らしい」 と、 

善 八 は 干潟 を 眺めて いるう ちに、 俄かに 叫んだ。 「親分、 

ご覧な せえ。 遠 州屋の 奴め、 いつの 間に は 先 廻り をし 

て、 あんな 所 をう ろ 付いてい ますよ」 

指さす 方角に は 彼の 才兵衛 がう ろうろ して、 砂の 上 

で 何 か 探し 物で もして いるら しかった。 

「まさかに 貝 を 拾って いるので も あるめえ、 海, W へ 出 

て 何 をして や あがる かな」 

半 七 は 気に も 留めずに 行き過ぎた。 

堀江へ 行き着いて、 宇 兵 衛の家 をたず ねて、 先ず そ 

の 近所で 訊き 合わせる と、 宇 兵 衛の妹 は 九月の はじめ 



だんだんのお 話 をう かがいまして、 実にお どろき まし 

た。 伝 蔵と いう 男 は、 まあ 何とい う 奴 か。 妹に も 早く 

思い切らせて 好かった と、 その 時 つくづく 思いました _ 

ところが、 お前さん。 それから 五、 六日の 後に、 その 

伝 蔵が たずねて 来ました ので、 わたし 達 は ぎょっとし 

ました」 

「そこで、 どうしたね」 

「伝 蔵 はもう 近所で 探って 来たと 見えまして、 お 熊の 

いない 事 を 知っていました。 どこへ 行った と 頻りに 訊 

きました が、 わたし 達 は 知らないと 云い 切って しまい 

ました。 お 熊 は 断わりな しに 家出 をして、 今 どこに い 



それから 十日 ほどの 後に、 善 八が こんな こと を 聞き 

出して 来た。 

「麴町 四 丁目の 太田屋 という 酒屋 は、 福 田の 屋敷へ 長 

年の 出入りだった そうです。 その 女房が 娘と 小僧 を 連 

はつう ま 

れて、 王子 稲荷の 初 午へ 参詣に 行く と、 王子 道の さび 

しい 所で、 伝 蔵に 出逢った そうです。 これ も 同じよう 

な 文句 をなら ベて、 お尋ね者で 喰う に 困る から 幾らか 

恵んで くれと 云う。 こっち は 女子供 だから、 怖い のが 

先に 立って、 巾着 銭 を はたいて 二 朱と 幾らか を 捲き 上 

げられ たそうで すよ。 いよいよ 図太い 奴です ね」 

主殺し の お 尋ね 者が 世間 を 憚らず、 ザ J の 江戸 巿中を 



半 (午後 九 時) 頃に、 遠 州 屋の主 人才 兵 衛は浅 草の 

しょうでんした あいくち 

聖 天下で 何者に か 殺害され た。 短刀 か 匕首で 脇腹 を 

刺された ので ある。 所持の 財布の 紛失して いるの を 見 

ると、 おそらく 物取りの 仕業であろう という 噂で あつ 

た。 

いま ど かなものや 

浅 草の 今 戸に は、 日本 橋の 古河と いう 大きい 鉄物屋 

の 寮が ある。 才兵衛 は そこへ 茶道具 類 を 見せに 行って、 

その 帰 リ途で 災難に 逢った ので ある。 聖 天へ 夜 参り を 

ま つ ちゃ ま 

したので も あるまい に、 なぜ 待 乳 山の 下まで 踏み込ん 

だの か、 その 仔細 は 判らなかった が、 才兵衛 に 似た よ 

うな 人物が 一 人の 男と 何 か 云い 争いながら 通る の を 見 



残念ながら 半 七 は 茶 事に 暗かった。 彼 は 我を折って 又 

H ヽ ち。 

1ー11 口 レ / 

「雁の 羽 を どうす るの だ」 

ばぼう き 

「三つ 羽箒に いたします」 

堀江 に 育って、 今 は 茶道具 商売 の 店に 奉公して いる 

だけに、 お 熊 は 雁の 羽に ついて 説明 をして 聞かせた。 

堀江の 洲に はたく さんの 雁が 降りる、 そのな かに 白い 

雁の むらがって いるの は 珍ら しくない が、 稀に は 斑 入 

りの 雁が まじって いる。 茶 事に 用いる 三つ 羽箒に は 

やがん 

野 雁の 尾羽 を 好し とする が、 その 中で も 黒に 白斑の あ 

るの を 第一 とし、 白に 黒斑の あるの を 第二と し、 



詫びる ように 云った。 「わたし も 決して 油断して いる 

わけ じゃあね えが、 なんにも 手がかりが 無い ので 困り 

抜いて います。 まあ、 もう 少し 辛抱して おくん なせえ」 

「その 御 挨拶で は 恐れ入ります。 先月の 住吉 町の かた 

き 討ち なぞ は、 九つの 時に 親 を 殺されて、 二十 年 も か 

たきを 狙って いたの だと 申します。 それ を 思えば、 私 

など はま だ 一 年に もな りません のです から …… 」 

鶴吉は 果たして 瓦版 を 読んで いたので ある。 ことし 

に いぼん 

は 新盆で あるから、 殿 さまと 姉の 墓まい りに 行くな ど 

と、 彼 は 話して 帰った。 折りから 表 を 通る 燈籠 売りの 

吉 も、 きょうの 半 七に は 取り分けて さびしく きこえた _ 



「あいよ」 

女房のお 仙 は 用箪笥の ひき 出しから、 一 歩 銀に 一 朱 

銀 を 取り まぜて 摑んで 来た。 

「このく らいで いいかえ」 

「むむ。 よかろう。 お 台場が 大分 まじって いるな」 

しょう 

「お 台場 は 性が 悪い と 云う から、 なるたけ 取らない 

事に している の だけれ ど …… 」 

- つち あした 

「おれ 達の 家の 金 は、 きょう 有って 明日ね えの だ。 性 

が 良くっても 悪く つても 構う もの か」 

半 七 は 笑いながら 一 朱 銀 を 受け取って、 今更の よう 

に 手の 上で 眺めた。 改めて 註す るまで もな く、 異国の 



人足 はいい 金に もなる が、 まかり 間違えば 海に 沈んで 

命が 無い。 実に 命が けの 仕事で あると、 世間 一般に 伝 

えられて いた。 そのお 台場 銀 を 眺めて いるう ちに、 半 

七 はふと 何事 を か 思いつ いた。 

「おれ は 早く 帰る から、 留守に 誰か 来たら 待たせて 置 

いて くれ」 

云い 置いて、 彼 は 早々 に 出て 行った。 観音 堂に 参詣 

と-つ もろこし 

して、 例の 唐 蜀黍 や 青 ほおずきの 中 を 通りぬ けて、 

ひるめし 

午 飯 も 食わずに 急いで 帰る と、 善 八が 待って いた。 

「早速 だが、 善 八。 これから すぐにお 台場へ 行って、 

人 入れの 人足 部屋 を 洗って くれ。 おれ も 今まで 気がつ 



清吉に 掛け合いまして、 伝 蔵 を 逃がさな いように 用心 

い けす う お 

させて 置きました。 もうこう なれば、 生洲の 魚です」 

「そこで、 かたき 討ちの 様子 は …… 」 

「かたき 討ちの 様子 …… 。 物語らん と 座 を 構える と、 

おおぎょう 

事が 大仰になります が、 まあ 搔 いつまんで 申し上げ 

れば、 その 日 は 七月 十二 日、 朝の 五ッ時 (午前 八 時) 

に笹 川の 鶴 吉は直 七附き 添いで 高 輪へ 出て 来る。 鶴吉 

は吉 良の 脇 指 を 風呂敷に つつんで いました。 かねて 打 

ち 合わせが してあります から、 二人 は 海辺の 茶屋に 休 

んで 待って いる。 わたくし は 善 八と 松吉を 連れて、 清 

吉の 小屋へ 出て 行きます と、 これ も 打ち合わせが あり 
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